
鶴嶺東地区まちぢから協議会会議報告書 

☞ 以下に報告願います。 
森谷会長（〒253-0084 円蔵1350） 
松本書記 （〒253-0087 下町屋3-7-18）matsumoto3888@gmail.com 

部会名 全部会 会議名 まちぢから協議会全部会会議 

日付 令和３年７月１６日 場 所 
鶴嶺東コミセン 

２階大会議室 
記入者 西江園 

＜主な内容＞ 

森谷会長のお話から会議を始めた。 

 井上氏（警察）より 

・不審者情報は随時お知らせください。 

・水害時、水没した車内から脱出する際に、ヘッドレストを使って窓を破壊して脱出する方法を紹介した。 

 岩壁センター長より 

 ・3 月からの名画座、フラワーアレンジメントなどの活動はコロナ対策をしつつ再開した。 

 ・11 月 4日のコミセン祭りは中止。ミニ文化祭を企画しているが、詳細については改めてお知らせする。 

 嵩特定事業担当委員より、子ども見守り事業について 

＜活動の概要について＞ 

・昨年 10 月頃から計画を進めている事業である。 

・この地域は、養護学校を含めて 8校ある学校の多い地域である。 

・自分の地域の見守り活動は知っていても、他の地域の活動は知らない場合が多い。 

・見守り活動に関する情報を収集し、報告書の作成を行い、共有・検討する。 

・今年度だけではなく、これから先も継続して行われる活動である。 

＜スケジュールについて＞ 

 ・既に、森谷会長が各学校を回り、挨拶を済ませている。 

 ・各部会で担当区域を決めたので、次回定例会(9/17)までに調査されたい。→各部会長了承。 

＜調査方法について＞ 

 ・窓口は教頭先生。各学校で校区と通学路を教えてもらい、用意した地図に書き入れる。 

(地図は 7/20 に各部会のレターボックスに用意しておく) 

 ・共通の質問項目（資料あり）について質問し、学校より見守りに詳しい人がいれば、関係者を探り当てて欲しい。 

 ・見守りに必要な旗の本数は、5~10 本単位として欲しい。 

 ・学校へ何人で行くかは各部会で決めてよいが、コロナ禍なので大人数で行かないで欲しい。 

 ・児童が学校にいる時期は、先生方も忙しいので、出来れば夏休み中が好ましい。 

 ・調査活動を通じて、自分自身も子ども見守りの活動について理解を深めて欲しい。 

 

＜次回の予定・内容＞ 

 ９月1７日(金)13:00～ 

 

＜その他＞ 

なし 

 


